
建築サブデータ
設定編＃08



目次

建築サブデータ設定
自社で数量を積算し実行予算を組む場合、一つ一つ入力するのは手間です。
建築サブデータを使用するとオートメーション化できます。
ぜひ活用しましょう。
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７　　標準（本体）工事設定　連携

９　　工事設定　連携

１１　工事行　連携



１　建築サブデータとは
見積や実行予算作成時、登録されている建築サブデータに数量を入力すると、紐づいている全ての工事に
一括で反映されます。標準（本体）工事設定や工事設定、また工事行に直接紐づけることが可能です。

３



２-１　建築サブデータ登録
【建築サブデータ作成】をクリックします。

４



２-２　建築サブデータ登録
建築サブデータ名と単位を入力します。

５



２-３　建築サブデータ登録
登録されました。
この順番がそのまま入力画面に反映されますので、入力しやすくカスタマイズしましょう。

６



３-１　標準（本体）工事設定　連携
標準（本体）工事設定から建築サブデータと連携したい標準工事を開きます。
【建築サブデータから設定】にチェックをします。
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３-２　標準（本体）工事設定　連携
数量に該当する建築サブデータを選択します。続いて単位、単価を入力します。
保存すると、該当の標準工事は選択した建築サブデータと紐づきます。

８

例えば、数量を㎡から坪に自動変換したい際や
数量を自動で1.2倍したい際などは、
任意で掛け算を設定できます。

※後述の工事設定と工事行の紐づけに
　ついても同様です。



４-１　工事設定　連携
工事設定から建築サブデータと連携したい工事を開きます。
【建築サブデータから設定】にチェックをします。

９



４-２　工事設定　連携
数量に該当する建築サブデータを選択します。続いて単位、単価を入力します。
保存すると、該当の工事は選択した建築サブデータと紐づきます。

予算画面で「設定から内訳を追加」から
工事の挿入をすると、建築サブデータと
紐づいた工事を追加できます。
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５-１　工事行　連携
予算画面から建築サブデータと連携したい工事行の「補助項目の設定」を開きます。
【建築サブデータから設定】にチェックをします。
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５-２　工事行　連携
数量に該当する建築サブデータを選択します。続いて単位、単価を入力します。
保存すると、該当の工事行は選択した建築サブデータと紐づきます。

テンプレート物件の各工事行にあらかじめ
設定をしておくと、建築サブデータの情報を
引き継いだ状態で物件を作成できるので
非常に便利です。
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